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た。サッカー、バスケットボールでは年齢別、男女
別に膝前十字靱帯や足関節捻挫、第五中足骨骨折（疲
労骨折を含む）の発生頻度を比較検討し、その性別、
年齢別の特徴を明らかにした。同様にテニスについ
ても足関節捻挫につき同様の検討を行った。
　国内競技会におけるスポーツ外傷発生調査に関し
ては、サッカーＪリーグ、Ｆリーグ、なでしこリー
グ、女子バスケット日本リーグ（WJBL）、ラクビー
トップリーグ、アメリカンフットボール社会人およ
び大学リーグ、そして、テニス国内主要大会におけ
る調査結果を報告するとともに、柔道における頭頚
部外傷の統計報告を掲載した。
　スポーツ外傷・障害予防プログラムの開発・検証
に関して、サッカーからは、Ｊリーグやなでしこリー
グの下部組織、 JFAアカデミーに依頼したFIFA11+
プログラムの介入の結果を、外傷発生頻度と運動能
力レベルの両方からご報告いただいた。症例数が大
幅に増えた事もあり、報告内容が第二年次と一部異
なった結果となった。
　この３年間の研究を通じて日本においてスポーツ
外傷サーベイランスとしてはスポーツ安全協会と日
本スポーツ振興センターの全国統計データを詳細
に検討することにより、スポーツ種目別、年齢別に
ある程度信頼性のあるデータを得られる事が判明し
た。またＪリーグ、ラクビートップリーグ、女子バ
スケット日本リーグ（WJBL）、アメリカンフットボー
ル社会人および大学リーグなど各リーグできちんと
した試合時の外傷統計の提出を義務づけている組織
では、それをもとにより詳細な外傷の検討をするこ
とが出来ることが判明した。今後はこれらのスポー
ツ外傷サーベイランス結果を生かし、現場での外傷
を予防するために、種目別、性別、年齢別に有用な
介入プログラムを作成できるかにあるといえよう。
　最後に、執筆いただいた研究班員諸氏、および各
種調査にご協力いただいた関係者の皆様に深謝申し
上げます。

　ロンドンオリンピックにおける日本選手団の活
躍、さらには2020年のオリンピックの東京招致を目
指しての盛り上がりは、スポーツ振興にとって大き
な盛り上がりとなった反面、スポーツにおける体罰
の問題は、日本のスポーツ界の悪しき風習をさらけ
出す結果となった。スポーツ外傷を減少させるため
には、選手はもちろん、現場で選手の指導する立場
にある監督、コーチが、今までの慣習にとらわれず、
スポーツ医科学に基づいた理論的指導と、選手一人
一人の能力にあったメニューの作成がきわめて重要
である。是非この機会に精神論に基づいたトレーニ
ング法から選手の能力に応じたきめの細かい指導を
お願いしたいと考えており、それによりスポーツの
外傷の発生も自ずと減少するものと期待している。
　今年度は「日本におけるスポーツ外傷サーベイラ
ンスシステムの構築」の研究の最終年度にあたる。
そこで昨年度と同じく全国的な外傷統計として日本
スポーツ振興センター学校安全部およびスポーツ安
全協会の平成23年統計を掲載した。部位別では昨年
同様生命に関わる重症外傷である頭頚部外傷に重点
を置き、脳震盪について調査を行った。また整形外
科関連の外傷として膝前十字靱帯損傷、第５中足骨
骨折、肩関節脱臼について細かい分析を昨年に引き
続き行うとともにこの３年間の推移を記載した。ス
ポーツによる外傷の発生傾向はこの３年間同一傾向
を示しながらも、特に平成22年は増加の傾向を示
し、けして減少傾向にないことが判明した。なお本
年は特に日本スポーツ振興センター学校安全部の統
計としてラクビー、柔道、サッカー、バスケットボー
ル、テニスを取り上げ、各々の種目が持つ外傷の特
徴を今後の外傷予防の取り組みを想定しながら詳細
に分析した。ラクビー、柔道の二種目については頭
頚部重症外傷に関して詳細な検討を行い、特に柔道
に関しては体育授業中と部活動に分けて検討を行っ
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